
試験研究成果普及情報 

[目的及び背景] 

森林の保有している公益的機能の中で、人が森林を活用することで得られるアメニティを、具体的に数量化してあらわすため、数量化の
可能な評価法の確立を目指す。 

［成果内容］ 

１、「森林景観主体による心理的アメニティ効果の評価表」を用い、現地調査と写真による評価得点の平均値で、アメニティの高さのラン
ク分けや数量化が可能（表ー１、２）。 

２、アメニティの高さは、森林と農地を合わせた緑視率と、人工建造物の占める割合の違いで変化するようになる。緑視率が多いとアメニ
ティは高く、人工建造物が多くなるとアメニティは低下する。 

３、森林や農地が開発されると、開発前の基調色の緑色系が減少し、人工建造物のさまざまな色彩が増加してくる。それらの建造物の
色彩は、人の視覚を強烈に刺激して混乱させるようになり、心理的なアメニティを低下させる要素になる。 

［留意事項］ 

１、自然や環境の変化による心理的アメニティを評価する場合、同じ地点で繰り返し調査をする必要がある。また、調査地では橋や建物
等目印を明確に定めておく必要がある。 

［普及対象地域］ 

県下全域 

［行政上の措置］ 

［普及状況］ 

［成果の概要］ 
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課題名：森林のアメニティ効果の評価 

［要約]  

 生活環境の中で、森林の有無により日常的に得られるアメニティの数量化の試みとして、全体の環境や、森林、
農地、河川の現状に評価点をつけ、アメニティの高さをランク分けする。アメニティの高さは、緑視率の減少や、人
工建造物の増加による色彩の多さが影響する要素になる。 
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  表ー２ 評価得点によるアメニティのランク分け 
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総合得点 ９０点以上 ８９～６６点 ６５～４１点 ４０～１７点 １６点以下 

ランク ５ ４ ３ ２ １ 
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